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別 紙 

会 議 の 経 過 
令和８年３月１８日（水） 

午 前 ９時３０分 開議  

 

◎ 開議の宣言 

○議長（佐戸仁志君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席議員は８名です。 

 これより直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定によって、議長において 

           １番、上 辻 議員 

           ６番、大 谷 議員を指名します。 

 以上の両議員に差し支えのある場合は、次の号数の議席の議員にお願いいたします。 

 

◎ 日程第２ 一般質問 

○議長（佐戸仁志君） 日程第２、これから一般質問を行います。 

 最初に、熊対策についてを通告議題とし、大谷議員の発言を許します。６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） 皆さん、おはようございます。 

 通告に基づきまして一般質問をさせていただきます。 

 昨年４月から１０月末現在の熊による人身被害件数が、全国で１７６件、被害者数が１９６人と、

記録が残っています２００６年度以降の同期比で過去最悪となったと発表がありました。熊による

１０月までの人身被害者数と被害件数は、これまでは２３年度が被害件数１６５件、被害者数が

１８２人と最も多かったですが、今年度については、被害件数で１１件、被害者数で１４人それぞ

れ上回り、１０月の１か月間の被害を見ても、７７件で８８人と、過去最悪だった２３年度をそれ

ぞれ１５人以上、上回っております。 

 今年度、熊に襲われて死亡した人の数も、全国で１３人と、２３年度の６人の倍以上に増えてい

ます。１１月に入ってからも、市街地の熊の出没や人身被害が後を絶たず、環境省は今後も被害が

続くおそれがあるとして、注意を呼びかけている状況です。 

 そういう中で、人の生活圏での熊の人身被害対策として、９月に改正鳥獣保護法が施行され、市

街地での猟銃発砲を一定の条件下で認めた緊急銃猟制度も導入をされました。現在までに２４件、

この緊急銃猟における駆除が行われていると聞いております。 

 伊根町での緊急銃猟実施について、その問題点と課題について、どう捉えられているのか。また、

現時点でのマニュアル作成の進捗状況についてお聞かせください。 

 次に、町内での予防策としまして、令和８年度予算で、議会の政策提言でも提示をしました不要

果樹の伐採補助について予算計上いただいておるところですが、せっかくの制度であります。多く

の地域で活用されることを願っております。 

 さらに、熊スプレーのあっせん、熊対策講習会など町民への注意喚起対策と予防対策の徹底が直

ちに必要かと思っております。これら対策の実施について、町長の考えを伺います。 

○議長（佐戸仁志君） 吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） それでは、大谷議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。 

 まず、緊急銃猟につきましては、さきの９月定例会において、上辻議員のご質問の際にもお話を

させていただいたわけではございますが、改めて申し上げますと、環境省が示すガイドラインにお

いて、緊急銃猟を行うためには４つの条件がございます。 
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 １つ目は、熊が人の日常生活圏に侵入していること、２つ目は、人への危害を防止する措置が緊

急に必要であること、３つ目は、銃猟以外の方法では的確かつ迅速に危険鳥獣の捕獲等をすること

が困難であること、４つ目は、避難等によって地域住民等に弾丸が到達するおそれがない場合に行

うことができます。 

 この中のうち、３つ目に申し上げました銃以外の方法で捕獲等をすることが困難かどうかにつき

ましては、捕獲等でありますから、追い払いなどができるのであれば、銃を使用できません。また、

４つ目の地域住民等に弾丸が到達するおそれがないことにつきましては、跳弾を含め、銃の射線上

に人がいる可能性があれば、銃を使用できません。 

 ご質問の緊急銃猟実施についての問題・課題の一つといたしましては、本当に銃での対応しかな

いのか、誰も被弾のおそれがないのかの判断が必要であり、事案ごとに状況が変わる中、どのよう

に判断すべきかが問題と考えております。 

 また、緊急銃猟での捕獲者でございますが、当町の野生鳥獣被害対策実施隊の方に候補として参

加意向の聞き取りを行っており、数名の方から協力の意思表示をいただいております。大谷議員に

も、実施隊員の１人としてご協力いただけると聞いております。感謝を申し上げます。 

 さきに説明した４つの条件のほか、捕獲者となる方の安全確保につきましても重要な課題であり、

熊からの安全確保のほか、法令違反とならないよう、十分な事前研修や事前打合せが必要と考えて

おります。 

 先日、木津川市で行われた緊急銃猟の研修会におきまして、環境省は、発砲において安全確保が

可能な場所は、農地や河川敷、建物内を想定しているとのことでございます。当町としても、そう

いったところを想定しているところでございますが、市街地とは異なり、当町では農地や河川敷に

出没した場合は、場所にもよりますが、山方向への追い払いで十分だと考えております。 

 当町においても、緊急銃猟の実施に向け、資機材の準備やマニュアルづくりなどを進めておりま

すが、実際の緊急銃猟実施には、さきに申しました４つの条件と、捕獲者や職員の安全確保が整わ

なければ実施できないと認識しており、当町の各集落の地理的状況から、出没場所にもよりますが、

基本的には周知と追い払い、必要に応じ避難誘導といった取組が主体になるものと考えております。 

 緊急銃猟実施に関する問題や課題については、大谷議員も狩猟者のお一人として、危惧するとこ

ろがございましたら、ご提案をよろしくお願いを申し上げます。 

 もう一点のご質問であります予防策についてでございます。 

 不要果樹の伐採については、町で実施する予算を令和８年度に計上しております。こちらは府補

助を活用して行うもので、事業実施主体が町でなければならないことから、地域の要望を受け町が

実施をし、特定受益者から一部負担をいただく流れで計画をしております。負担額は４分の１を予

定しております。本件については、次年度の区長会でご説明申し上げた後、いねばんでも発信する

予定でございます。 

 熊スプレーのあっせんにつきましては、町がどの製品がよいといった知見を持ち合わせておりま

せんので、あっせんすることはかないません。環境省や府などから推奨製品が示されれば、アナウ

ンスをしてまいりたく考えております。 

 熊対策講習会につきましては、今年度、各小学校で実施をしておりますが、今後も町民全体での

実施を進めていきたいと考えております。また、講習でなくとも広報等で、基本的な熊への対応を

伝えてまいりたく思います。 

 最後に所感を申し上げますと、緊急銃猟の実施が可能となったわけではございますが、当町では

遭遇しても、すぐに立ち去るものがほとんどであります。何かに執着しとどまる熊といえば、柿の

木などの誘因物に毎晩やってくるものがほとんどでございます。 

 人的被害を防止するためには、集落内への出没を防ぐことが重要であり、果実は早めに収穫をす

る、不要なものは伐採する、農家の方は畑に野菜くずを放置しない、一般家庭の方は生ごみをしっ

かり管理するなど、誘因物を地域で排除していくことが大切と思います。また、頻繁に集落付近に

出没するものは、おりの設置により被害防止捕獲を進めてまいります。こういった取組を通じ、緊

急銃猟が必要な状況とならない環境づくりが重要と考えます。 

 いずれにいたしましても、町民の皆さんの安心・安全に向け、京都府と協力しながら、今後も
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様々な対応を検討し、講じてまいりたく思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐戸仁志君） ６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） 緊急銃猟しなくてもいいように村内に侵入を防ぐことということで、一番

大切なことかとは思います。 

 しかしながら、これだけ熊が多くなってきますと、どうしても、朝起きたら蔵の中に、小屋の中

におったということが今後あるやもしれません。増えてくるのかなと、よその市町を見ておると思

っております。 

 そういうことで、よその市町は、想定訓練とかいうのをやっておられるというふうに思うんです

が、実際、銃を撃つ者としては、どういう想定がされるのか、実地訓練みたいなものをやっておか

ないと、かなり不安があります。ぜひとも想定訓練を行った上で、いろんな問題点を探ったりして

いくのがいいかと思っております。ぜひ検討いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐戸仁志君） 以上をもちまして、大谷議員の一般質問を終わります。 

 次に、桜が丘運動公園グラウンドの運用について及び放課後児童クラブの受入れと健全育成の視

点での関わりについてを通告議題とし、山根議員の発言を許します。５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） おはようございます。 

 それでは、通告に基づいて一般質問を行います。 

 まず初めに、桜が丘運動公園のグラウンドの運用について質問をいたします。 

 現在このグラウンドは、グラウンドゴルフの練習とか試合などで利用されています。また時々は、

子供とのボール遊びや散歩などで利用されている方もおられるようです。 

 利用に関しては、ルールを守って利用料金を払っている方とそうでない方との間で、不公平感が

生じているという声をお聞きしています。議員と住民の方との懇談、議員と語ろうの場でも、この

件について住民の方から、もう少し緩い形でもいいのではないかと意見が出されています。 

 町民の皆さんが気持ちよく利用できる環境を整えるべく、以下の点について質問します。 

 初めに、現状の認識について伺います。 

 ホームページを見ますと、個人利用と団体利用の区別が明記されていないので、申込方法として、

一律に申請書の提出が求められています。つまり、公式ルール上は、個人のキャッチボールとか散

歩等であっても、申請と料金の支払いが必要という解釈になります。 

 現在、グラウンドの利用料は、１時間１００円と定められています。老人クラブ等の団体が利用

する場合は、事前に申請をきちんと行って、利用料金も払っていると思います。一方で、先ほども

触れましたが、短時間の個人利用も見受けられます。こうした方々の中には、申請せずにグラウン

ド内に立ち入っているケースがほとんどではないかなと思います。 

 ルールをちゃんと守っている人からすれば、私たちは真面目に払っているのにという不公平感を

感じることは当然かなと思います。 

 また、同じく町が管理している伊根の杜なんですが、全然グラウンドとは違いますが、冷暖房完

備で、多目的室は２時間までなら無料で利用できます。屋外と室内という違いとか、ほかの運動関

連の施設との関係もあるのかもしれませんが、この点でも不公平感を感じる町民は多いようです。 

 教育委員会としては、この現状をどのように把握し、課題として捉えているのかをまず伺います。 

 次に、今後の運用の見直しについて、提案を交えて伺います。 

 私はこの際、個人の短時間の利用については、思い切って無料開放してもいいのではないかと考

えています。例えば１０名以上の団体利用とか、グラウンドを独占的に使用する場合のみ有料とし

て、それ以外の個人のキャッチボールとか散歩とか、そういうものは無料にしてはどうでしょうか。

町民の皆さんの健康や交流に寄与する運用を考えていただきたいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 放課後児童クラブの申込者全員の受入れと健全育成の視点での関わりについて質問します。 

 令和８年度の放課後児童クラブへの参加が認められなかった児童が５名いると聞きました。受け

入れられない理由としては、５年生になったので１人で放課後を過ごすことができる、また、定員
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が２５人であり、全員受け入れると定員オーバーとなる、指導員の確保が難しい等々とお聞きしま

した。教育委員会は、児童の健全育成、社会性の育成、多様な経験の重要性等の視点から、放課後

児童クラブをどのように位置づけているのかをまずお聞きいたします。 

 ２０１５年の児童福祉法の改正によって、放課後児童クラブの対象年齢は、それまでの小学校

３年生から６年生まで引き上げられています。また、放課後児童クラブ運営指針等においては、国

は健全育成には、単に安全に預かることだけを示すのではなく、遊びや生活を通じた自主性・社会

性・創造性の獲得と定義をしています。５年生になってもう１人で安全に過ごすことができるから

とか、おじいちゃん、おばあちゃんの協力が得られるからといった理由で、放課後児童クラブに入

れない状況があるのは問題ではないかと思います。 

 さらに、国の定義では、高学年の健全育成には親や祖父母からの自立と仲間との活動が不可欠と

されています。家庭に閉じ込めることは、この育成の課題を阻害することになるのではないでしょ

うか。 

 最新の放課後児童対策パッケージ２０２６では、健全育成の概念がさらに広がり、次の視点が加

わっています。 

 １つは、体験格差の解消です。家庭の経済状況や環境にかかわらず、スポーツ、文化、自然体験

などの多様な活動を全ての子供に保障すること、そして、２つ目は、ウェルビーイング、よりよい

生き方の向上です。つまり、子供自身が幸せを感じられる居場所があることが求められています。 

 先ほど申し上げた５名のうち、少なくとも１名は、おじいちゃんやおばあちゃんの助けは得られ

ません。近所に遊び相手もいません。帰宅後、１人で宿題をして、テレビを見て、親の帰りを待つ

毎日を過ごさなければなりません。児童福祉法が求める健全育成が保障されない状況となるのでは

ないでしょうか。 

 また、保護者にとっては、長期の休みの場合は特に心配と言われていました。体験格差を生まな

いためにも、仲間との活動の中での育ちを保障するためにも、何らかの対策を講じていただきたい

と思います。 

 今、国は、放課後子ども教室などを開設して、子供の居場所づくりを進めています。また、伊根

町こども計画には、アンケート調査の結果が記載されていますが、町内の小学校４年生から６年生

の保護者に、子供を育てていく上で必要と思う支援は何かを聞いている設問があります。その答え

として、放課後の子供の居場所づくりと答えた保護者の割合が高いという結果も出ています。つま

り保護者は、放課後児童クラブだけではない子供たちの放課後の過ごし方、多様な居場所を求めて

いることが分かります。 

 伊根町でも、放課後児童クラブの充実に加えて、放課後児童クラブ以外での居場所づくりを検討

し、子供たちの健全育成に向けての取組を進めなければならないと考えますが、教育長のお考えを

伺いたいと思います。 

○議長（佐戸仁志君） 岩佐教育長。 

○教育長（岩佐好正君） 山根議員様より２つのご質問をいただきましたが、まず、桜が丘運動公

園グラウンドの運用についてのご質問にお答えいたします。 

 初めに、公共施設における使用料の徴収の基本的な在り方についてお答えさせていただいた後に、

教育委員会としての考えを答えさせていただきます。 

 まず、公共施設の使用料徴収については、地方自治法第２２５条において、公の施設の利用につ

き、使用料を徴収することができると規定されており、この具体的な金額、徴収方法については、

同法第２２８条第１項の規定により、条例で定めることとされております。 

 特にグラウンドやテニスコートなどのレクリエーション施設は、道路や消防といった全ての住民

がひとしく恩恵を受けるインフラとは異なり、利用したい方が任意で占用利用する施設でございま

す。利用しない町民との間の公平性を確保する受益者負担の原則、利用による施設の維持管理コス

トの分担、そして申請制による適正な利用調整という観点から、使用料を徴収することが適切であ

ると考えております。本町においても、この考えに基づき、条例において使用料を定めているもの

でございます。 

 その上で、桜が丘運動公園の町民グラウンドにつきましては、伊根町桜が丘運動公園の設置及び
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管理に関する条例第６条、第１０条及び別表において、有料公園施設として位置づけられており、

占用して使用しようとする者は、あらかじめ申請書を提出し許可を受けること、使用料は１時間

１００円、町外在住者は２００円と定められております。 

 議員から、グラウンドの利用料を支払っている方と支払っていない方の間で不公平感があるとの

ご指摘をいただきました。この点、一時的な立入りなど施設を占用しない態様での利用と、グラウ

ンドゴルフ大会、野球の試合などを開催し、施設を占用する態様での利用との違いをご理解いただ

ければと存じます。 

 前者については、申請、使用料の対象とするのは困難であり、後者のように施設の占用をしよう

とする者に対して、申請、使用料の納付を求めるものでございます。したがいまして、利用の態様

が異なる方の間で料金の差が生じることは制度上やむを得ないものであり、一概に不公平とは言え

ないと考えております。 

 次に、伊根町文化振興・多世代交流施設、伊根の杜との料金差による不公平感についてですが、

伊根の杜の多目的室が２時間以内無料とされているのは、伊根町文化振興・多世代交流施設条例第

２条において、同施設が郷土の民俗芸能の展示、豊かな心の醸成、伝統的建造物の活用を図るため

に設置されたものである。その設置目的に沿った文化振興、多世代交流の促進を図る観点から、利

用を促すために２時間以内を無料としているものでございます。 

 特に豊かな心の醸成は、読書活動はもとより、人と人との多様な交流などによってなされるもの

と認識しております。伊根の杜は、おのおのが知的好奇心を膨らませ、自主学習・自己啓発への意

欲を高揚させていく場であり、また、年齢・世代を問わず互いに語り合ったり交流したりする中で、

心を触れ合わせる場であると捉えておりますので、まずもって、この施設をたくさんの皆さん方に

ご利用いただくことが肝要であると考えております。 

 ではでは、桜が丘グラウンドも２時間無料で利用促進すればとの考えを持たれるかもしれません

が、この点につきましては、最も懸念されるのは利用者同士のトラブルでございます。無料化によ

り申請手続が形骸化し、複数の利用者が同時にグラウンドを使用しようとする場面での競合や混雑

が生じる、そういうおそれがあります。 

 特に、老人クラブまたは個人でグラウンドゴルフを楽しもうとされる方とサッカーや野球などボ

ール遊びをしようとする子供たちが同時に使用する、利用する場面では、安全面についても危惧さ

れますし、占用権、優先権上のトラブルが生じかねません。 

 また、ご承知のとおり、伊根の杜と桜が丘運動公園では、施設管理の体制が根本的に異なります。

伊根の杜は常時管理人を配置していますが、桜が丘運動公園は常駐の管理人はいませんので、利用

者間でトラブルが発生した場合、その場で対応や調整ができる者がいない状況でございます。 

 まとめますと、教育委員会としましては、現状に不公平感を抱いておられる方があるということ

は承知しましたが、不公平な制度運営は行っていないと認識をしております。占用利用を希望され

る方に申請をいただくこと、安易に無料化しないこと、これらをもって、公平かつ安全に施設を利

用いただけていると考えております。 

 しかしながら、議員のご指摘どおり、無料化云々だけではなく、各施設を利用しやすい環境に整

えることは、とても重要であるとは考えております。教育委員会としましては、必要な施設管理の

体制を整えるとともに、申請制により利用者、利用時間、利用目的を事前に把握・調整して、設置

目的に応じた適切な運営を今後も図ってまいります。そして、より多くの方々に安全かつ快適にご

利用いただけるよう努めてまいりたいと思います。 

 続いて、放課後児童クラブの受入れと健全育成の視点での関わりについてお答えいたします。 

 議員ご指摘のとおり、平成２７年に児童福祉法の改正により、放課後児童クラブの対象年齢が小

学６年生まで引き上げられ、国においても、高学年を含む子供たちの放課後の居場所確保が重要な

政策課題として位置づけられております。 

 国の放課後児童対策パッケージ２０２６では、放課後の子供の豊かな時間、安全・安心な居場所

を確保することは、次代を担う人材を育成する観点及び共働き家庭等が直面する小１の壁を打破す

る観点から、喫緊の課題であると明記されており、令和１２年頃までに約１６５万人分の受皿整備

を進めるという新たな目標が設定されております。 
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 同パッケージでは、議員おっしゃられたように、体験格差の解消の観点を含め、子供たちへ豊か

な体験を提供すること、安全・安心で利便性の高い居場所を確保することが重要とされています。

加えて、夏休み期間への対応が特別な課題として挙げられていることも承知しております。 

 議員の通告書には、居場所をつくることは行政の責任でもあると記されています。同パッケージ

では、行政の責任であるとは書かれていません。そのとおりだと思います。 

 行政として、子供たちの安全・安心な居場所を確保するための環境整備に取り組むことは当然の

責務であると認識しておりますが、同時に、行政だけで取り組むのは困難であるとも認識しており

ます。国のパッケージ２０２６にも記載がありますように、放課後児童クラブ関係者、学校関係者、

保護者、地域住民がそれぞれの立場で連携・協力しながら、子供たちの放課後を支えていく体制づ

くりの重要性が強調されております。 

 子供たちの育ちを最も身近で支えるのは保護者でございます。家庭における親子の関わりや生活

習慣の形成、子供の放課後の過ごし方への関心・関与はいかなる行政施策にも代え難い子育ての基

盤でございます。 

 放課後児童クラブや各種事業は、あくまでも家庭、保護者の子育てを補完・支援するものであり、

保護者の皆様にも子供の放課後の過ごし方や体験活動に積極的に関わっていただくことが、子供の

健全育成にとって何より重要だと考えております。行政の役割は、こうした保護者、地域の取組を

側面から支援し、連携の仕組みを整え、必要な環境を整備することにあると考えております。 

 国は放課後児童クラブの利用率は、政府統計として公表しておりませんが、令和７年７月時点で

公表されている登録児童数と全児童数を基に算出することが可能です。これを算出すると、約

２６％と推定されます。そうした中、本町の状況を見ますと、令和７年度の利用率は通常利用で

３７．８％、夏休み利用で４５．１％でございます。次年度、令和８年度においては、通常利用で

４２．９％、夏休みで５割です、４９．４％です。このように、本町においては、放課後児童クラ

ブの利用者率は全国と比べ非常に高い割合で、多くの方にご利用していただいている状況にありま

す。 

 一方で、全国的には、児童クラブの指導員・支援員の確保も一つの課題となっております。本町

も同様でございます。それでも、伊根町の子供たちのためにと長きにわたり勤めていただき、放課

後の安心・安全を図るために献身的に指導・支援に当たっていただいている状況です。子供たちを

丁寧に温かく見守っていただき、学校等々とも連絡調整をしっかり図っていただき、大変ありがた

く思っている次第でございます。 

 夏休みについても、伊根・本庄の２つの放課後児童クラブが連携を取り、合同で事業を実施して

おり、工作教室、けん玉教室、エネルギー教室など、子供たちが仲間と共に様々な体験ができる機

会を設けていただいております。こうした合同事業は、異なる地区の子供たちの交流も深め、社会

性の育成にも寄与するものと考えております。 

 また、地区コミュニティ・地域学校協働本部事業として、令和６年度からサマーキャンプ、これ

を実施しております。また今年度は、伊根町国際文化交流協会の協力の下、イングリッシュキャン

プも開催しましたし、教育委員会主催でも、夏休みの宿題支援学習会として、算数を中心に伊根の

杜と本庄地区コミュニティセンターで計８回実施いたしました。 

 議員から、子供の居場所を確保するための具体策は考えているのか、特に夏休みは重要だと思う

がとありましたが、今答弁させていただきましたように、コロナ禍を明けてからは、たくさんの

方々にご協力や創意工夫をいただき、様々な事業を企画・実施しているところでございます。 

 今後につきましては、令和７年度に実施している事業のさらなる充実を図る予定でございます。

具体策として、イングリッシュキャンプは泊を伴うものにする予定です。夏休みについては、宿題

支援の実施回数を増やし、絵画教室も開催する予定でございます。また、英語検定へのチャレンジ

をフォローする取組についても、今現在、調整中であります。 

 言うまでもありませんが、これらの各事業も、保護者、地域の皆様のご理解とご協力があって成

り立っているものでございます。保護者、地域、行政がそれぞれの役割と責任を分かち合いながら、

子供たちを社会全体で育てていくという考え方こそ、持続可能な子育て環境の実現につながるもの

と確信しております。 
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 引き続き、子供たちが安心して充実した時間を過ごせる環境づくりに向けて、国の施策を積極的

に活用しながら、保護者、地域、関係機関と連携し取り組んでまいりますので、引き続き議員の皆

様方のご理解とご支援、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（佐戸仁志君） ５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） ご答弁、ありがとうございました。 

 桜が丘の運動公園のことですが、もちろん無秩序に使用できるようにとは全然考えていないんで

すが、教育長がさっきおっしゃったのは、個人で短時間使う場合は別に構わないよという、そうい

うふうに認識しているということでよろしいんでしょうかね。 

 グラウンドを独占的に占用して使う場合には、もちろん申込みは必要ですよと。そこでいろんな

団体との調整は、もちろんしていかないと、トラブルが起こったりもするときがあるので、全てを

無料にするという考えはもちろんないという、そういうことでよろしいんでしたか。もう一回答弁

を、すみません、お願いします。 

 それと、放課後児童クラブに関してのことなんですが、先ほど教育長、いろいろなイベントをお

っしゃっていました、充実も図られるように聞きました。それは夏休みの間だけのイベントなんで

しょうか。それとも、ふだんから、放課後児童クラブ以外でも月曜日、水曜日、金曜日ぐらいは、

伊根の杜かどうか分かりませんけれども、そこで英語の勉強会があるよとか、そういうふうなこと

も考えていらっしゃるのか、夏休みだけに集中して、いろんな様々なイベントを取り組もうとされ

ているのか。 

 そのイベントについては、今、来年度入れない５人の児童についても参加は可能なのか、そこを

少しお聞かせください。 

○議長（佐戸仁志君） 岩佐教育長。 

○教育長（岩佐好正君） それでは、再質問についてお答えしたいと思いますが、運動公園のほう、

個人で短時間ならオーケーということですねと、そういうふうに詰められたような感じが若干して

いますが、それをこの場でオーケーですと言うわけにはいきません。書いてあるとおりだというこ

とで、先ほど答弁したとおりだというふうにご理解いただけたらと思います。 

 占用利用をする者については、事前に申請をいただき、トラブルが起きないように、教育委員会

としては調整を図って、安全に運営を行いたいということで、安易に無料化云々ということも考え

てございませんということで、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

 もう一点のイベントは夏休みだけなのですかという質問ですが、実は絵画教室、これは夏休み以

外でも、実際今年度もやっておりましたし、来年度は夏休み、何回かやるんですけれども、その

１回は夏休みにも設定しましょうということで考えております。 

 それから、放課後子ども教室のことを多分、山根議員さんは言われていると思うんですけれども、

今、伊根町が事業として実施しているのは、放課後児童クラブの事業だけなんです。さっき言った

ように、指導員・支援員の確保が難しい。子ども教室を開くにしても、講師の確保というのはなか

なか難しい壁があります。それはやっぱり追求はしていかなくてはいけないと思いますが、現時点

では放課後子ども教室についての開催は、すぐには難しいと、こういう現状であると認識をしてお

ります。 

 待機児童の５名が入れないどうこうという部分があったので、本来その部分については答えるべ

きではないという、一般質問の内容とちょっと飛び出る部分があるので、答えてはいけいないかも

分からないんですけれども、５名待機だというふうに認識されるのは誤解があるので、そこの部分

も調整はしております。ただ、全て定員を決めているのに、希望されたら５・６年生も全部受け入

れるということをすると、今、安全を確保して児童クラブを運営しようとしているのに、一番困難

を抱えていたり、安心・安全を図らなくてはいけない児童の部分に、その影響が及ぶということで。 

 だから、５・６年生で、自身で放課後のいろんな計画をしたり、家の部分でのいろんなお手伝い

をしたり、自分で計画を立てて、友達との約束事もいろいろつくったり、そういうことができる年

齢になってきているので、その部分については協力を願いたいと。できる限り調整を図ってはいる

ということで、全くシャットアウトしている状態ではないというふうにはご理解をいただきたいな



8 

というふうに思います。 

 それで、今の質問の部分では、児童クラブを希望しているのに、その５名が仮に入れなかったと

すると、児童クラブが主催した部分の事業には参加できないのかという質問だったと思うんですけ

れども、それは参加をしていただく方向では考えておる、どちらにしても。今はでも、まだ放課後

児童クラブに完全に参加できないという状況ではないということをご理解ください。今、調整中で

ございます。 

 以上です。 

○議長（佐戸仁志君） 以上をもちまして、山根議員の一般質問を終わります。 

 最後に、郷土芸能についてを通告議題とし、上辻議員の発言を許します。１番、上辻議員。 

○１番（上辻 亨君） 皆さん、おはようございます。 

 それでは、通告書に基づいて質問させていただきます。 

 当町には、筒川の菅野神楽や獅子舞、太刀振り、伊根地区の神楽社の神楽、亀島区の太刀振り、

本庄地区や蒲入地区の太刀振り、また能楽では、本庄地区の三番叟、伊根地区の共楽社が行う御稚

児さん、雅楽等、約３００年以上前から伝わったとされる貴重な伝統芸能が各地区で継承されてお

ります。その文化と継承は、伊根町の魅力を高める一つとなり、文化の伊根町、自慢の伊根町、愛

する郷土伊根町へとつながっていくと思います。 

 そんな伝統芸能の継承において、人口減少や少子高齢化、用具の老朽化等で苦労されております。

大切なことは、伝統芸能の魅力を身近な人に発信して、後継者の育成につなげていくことだと思い

ますが、どの地区も高齢化や後継者不足で苦慮されております。朝妻地区でも神楽や太刀振り等が

行われていましたが、現在では後継者不足等でされておりません。 

 このような状況ではありますが、何とか頑張って郷土芸能を続けておられる地区もあります。

１人の人が何役もするなどして、地元の郷土芸能を毎年披露されております。 

 当町では、郷土芸能にどのような支援をされているのでしょうか。また、郷土芸能を続けていく

上で、道具の修繕等、国や府からの補助はあると思いますが、町独自の補助を考えてはどうかと考

えますが、町長の考えをお聞かせください。 

 以上について、町長に答弁を求めます。 

○議長（佐戸仁志君） 吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） それでは、上辻議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。 

 初めに基本的な考え方を述べさせていただき、後に、町の支援施策についてお答えをさせていた

だきます。 

 神楽や獅子舞、太刀振り、能楽、雅楽など、３００年以上の歴史を持つ伝統芸能が各地区で今日

まで継承されてきたことは、伊根町の誇りであり、地域の絆を育む大切な文化的財産であると認識

をしており、心豊かな生活を実現するための貴重な財産であると考えます。 

 また、全国のほとんどの市町村でも同じでございますが、議員のご指摘どおり人口減少・少子高

齢化の進行により、後継者の確保や担い手不足が深刻な課題となっていることも十分承知をすると

ころでございます。 

 しかしながら、まず申し上げたいのは、伝統芸能をどのように守り、どのように継承していくか、

それを決めるのは、あくまでも各地域、各地区が主体であるということでございます。町が府が国

がではなく、地域住民の我々がではないかと思います。 

 地域の皆さんが我が地区の祭り・芸能を守るという意欲と気概を持って取り組まれることが、継

承の根幹であると考えております。行政は、その主体的な取組を側面から支援するのが役割と考え

ます。 

 町内の郷土芸能については、国・府・町による指定・登録制度を活用し、文化的価値の高い芸能

を公式に保護する体制を整えております。現在、府指定では、宇良神社祭礼芸能、菅野神楽、町指

定では、船屋台、新井崎神社祭礼芸能、河来見三番叟などがございます。 

 郷土芸能の保存事業として、記録の作成、伝承者の養成、記録の公開などについては、無形民俗

文化財の指定により、府は府指定登録文化財等補助金、町は伊根町指定・登載文化財等補助金の補

助制度がございます。 
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 道具の修繕につきましては、国の補助は地域文化財総合活用推進事業、府の補助は府指定文化財

補助金、民間では祇神会、明治安田クオリティオブライフ文化財団の補助がございます。また、一

定の条件はございますが、一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業も活用できます。 

 道具の修繕や購入については、国・府・民間の助成事業のどれかに該当しますので、町が単独で

補助制度を設けてはおりません。しかし、町は国・府・民間の助成対象とならない民俗文化財関係

用具等収蔵庫整備に助成をしております。限られた財源でありますので、それぞれすみ分けをして、

町は補助しております。そうでございますので、加えての町独自の補助というものは、現状では検

討しておりません。 

 話は少し変わるのでございますが、文化庁では地域伝統行事、民俗芸能等の継承に向けた取組事

例集を公開されております。朽木古屋の六斎念仏踊り、これ、ご存じの方も多かろうかと思います。

滋賀県高島市の旧朽木村の山奥にある小集落、その小集落の伝統芸能でございます。その踊りに必

要な数は７名、が、それを確保するのが難しい。高齢化による担い手不足で、平成２５年に一旦休

止をされました。 

 しかしながら、地域の者でなければならないという発想を変え、どこからでも誰でも参加できる

よう、Ｚｏｏｍで稽古を開始すると、大阪、京都、滋賀など各地から参加者が集まりました。そし

てフェイスブック、インスタグラム、ユーチューブを活用し、無理のない範囲で継続発信、行政の

担当者も支援をしております。現在では、オンライン稽古とリアル対面稽古を組み合わせて行い、

朽木地域の文化祭で発表するまでに復活をしたそうでございます。 

 今では世界中がＳＮＳで簡単につながります。伊根町は昨年、５３万人の観光客が来られました。

つまり注目を集めております。そのうちの僅か０.０１％の方が興味を持てば、ひょっとして協力

してくれる人が集まるやもしれません。 

 伊根町の郷土芸能は、地域の皆さんの手によって、何百年もの時を超えて守られてきました、か

けがえのない宝でございます。道具の補助はそこそこございます。これからは、そういった補助で

はなく人だと思います。ぜひとも各地区で熟慮いただきたく思います。地域で大きな一歩を踏み出

していただければ、町もしっかりと支援をさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐戸仁志君） 上辻議員。 

○１番（上辻 亨君） 答弁ありがとうございました。 

 我々の地区では、２０年前からいうと、３０人余りで神楽をやっておりました。今現在でいうと、

１５名半減して、１人が３役ぐらい持ちながら行っておるわけですが、どこまで続くのか。笛吹き

さん、太鼓さんがいなくなったら、もう終わりだなというようなところまで来ておるわけですが、

道具等もかなり高騰化しておりまして、修理等もすごく、漆を塗ったりするのにお金がかかるとい

うところで、直したいんだけれども、どこまで続けられるのか分からないというような現状であり

ます。 

 続けていけるところまで続けようかといって、芸能保存会のほうでは話をしておるわけですが、

頑張ってやろうと思いますので、また何かあればご指導いただきたいというふうに申し添えまして、

私の一般質問を終わりたいと思います。 

○議長（佐戸仁志君） 吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） ありがとうございます。 

 毎年毎年、私も上辻議員さんの、上辻議員さんと限りませんけれども、和唐内を大変楽しみにさ

せていただいております。 

 先ほども申し上げましたように、いろんな形で国・府・町、町も加えて、いろんな道具関係、補

助の対象のものはございますので、その都度ご相談いただければ、いろいろとご紹介はさせていた

だきたいと思います。 

 それにしても、祭りであったり地区のいろんな行事というものは、この前も昨年、筒川の運動会

が５年ぶりでしたかね、復活されてやられまして、私もそのときに、順番は違うんですけれども、

ご挨拶に上がらせていただきました。 

 すべからく地域の心意気だと思います。心意気がなくなって諦めてしまったら、全てが終わって
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いきます。どうかどうか、もうちょっと気丈になっていただきまして、その気に皆さんがなってい

ただいて、いろんなことを言っていただきましたら、我々も一緒になって協力させてもらいます。

どうかどうか引き続き頑張っていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（佐戸仁志君） 以上をもちまして、上辻議員の一般質問を終わります。 

 これをもちまして、本定例会における一般質問の全部を終わります。 

 

◎ 日程第３ 議案第３号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第３、議案第３号 令和８年度伊根町一般会計予算を議題とし、これ

から討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。次に、原案に賛成者の発言を許しま

す。６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） それでは、私は、令和８年度伊根町一般会計予算案に賛成の立場で、議員

団を代表し討論に参加をいたします。 

 さて、本予算は、令和７年度対比３，２００万円減、０．８％減の４０億１，２００万円と、昨

年度よりは縮小したものの、過去２番目の予算規模となる大きな予算となりました。 

 昨年度より増減した主なものは歳入で、国の地方財政計画における地方交付税の６．５％の増、

国庫支出金の減額、町債の増額は土木債、民生債、教育債の増額であります。歳出は、人件費の

１２．５％増のほか、建設事業費の増額、積立金の増額であります。 

 次に、各事業におきましては、今年４月に開設する伊根分校跡地活用事業でのゴダイドラッグス

トアの建設については、町民の待ち望んでいた施設でありますので、利用しやすく頼りになる施設

運営がなされますよう、十分協議を行い、運営していただきますようお願いをしたいと思います。 

 社会福祉費では、老人福祉センターの空調設備の改修など、前年に引き続いての改修で、施設の

充実がなされます。 

 商工費では、２５年度の観光入り込み客は過去最高の更新を続け、５０万人を超えることが確実

となっているとのことであり、交通渋滞などオーバーツーリズムの弊害が目立ってきています。こ

れまでから受入れ体制の整備をされているところですが、今年度は児童の安全対策としてのフェン

スの設置と、観光課題に対する原因を探り、その解消を目指す官民の共同体を設置することについ

ては、皆さんで知恵を出し合い、実行ある対策・政策が練り上げられることを期待しております。 

 保育所管理運営費では、いよいよ零歳児保育のための増築工事が始まります。子育てしやすい伊

根町として大きく評価されることであります。今後とも土曜日・日曜日保育の導入などの保育を目

指して、充実に邁進していただきたいと思います。 

 農業振興事業では、引き続き、さらに農業所得向上と農業構造の改善を図っていただきたく思い

ます。 

 林業振興費、有害鳥獣対策では、鹿の被害が広がり、イノシシが再び増加をしています。研究機

関と連携しながら、獣害の少ない安心して農業が営める獣害対策、環境づくりを引き続き進めてい

ただきたいと思います。また、熊の生息数も確実に増えているものと推測ができます。一部を除き、

熊も指定管理鳥獣になりました。これからは個体数調整をするとのことですので、熊におびえなが

ら生活するような事態が起こらないよう対応をお願いしたいと思います。 

 教育費では、今年度も従来からの充実した子育て支援を継続されていますことは、伊根で生活を

する保護者への大きな応援となり、子供は地域の宝という視点で特別な意義がございます。今後と

も子育て環境日本一を目指し、伊根町で育った多くの子供たちが伊根に残り、また帰郷して、伊根

の発展の一翼を担えるような状況になればいいなと思っております。 

 保護者や教育関係者の意見を取り入れ、さらなる教育環境の充実を目指されることを期待したい

と思っております。特に来年度から、本庄小学校の児童が伊根小に通うことになります。今年度は

関係者の皆さんと十分協議をして、円滑に移行できるような十分な対応をお願いしたいと思ってお

ります。 

 小さな自治体のよさを生かし、小さくても元気で誇りあるまちづくりを目指し、町民の暮らしと

命を守る立場で一層のご努力をいただきますことを期待し、輝かしい未来の実現につながる年とな

ることを切に願いまして、賛成の討論といたします。 
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 以上です。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに討論ありませんか。２番、長谷川議員。 

○２番（長谷川貴之君） それでは、会派を代表しまして、令和８年度伊根町当初予算案について

賛成の立場で討論に参加いたします。 

 本当初予算の総額は、一般会計で４０億１，２００万円、前年度当初予算と比較しますと

０．８％の減額、一般会計と特別会計、企業会計の予算総額では５４億７，７５９万２，０００円

と、過去２番目の予算となっております。 

 令和８年度は、伊根分校跡地活用事業でありますゴダイドラッグ伊根店が間もなく営業開始とな

ります。町民の皆様が待望されております施設であり、買物の利便性に大きく寄与する飲食料品小

売施設に期待しております。 

 また、２つの診療所が伊根診療所に統合されることから、いねタクの利用者数が予約集中するこ

とや増加することも予想されます。学校への通学、診療所への通院、ゴダイドラッグへの買物など、

町内の移動手段を担う公共交通として、町民の利用状況に応じたいねタク運行に努めていただきま

すようお願いいたします。 

 観光入り込み客数では、本年度も増加するであろうと予想されております。観光を中心とした経

済効果においては喜ばしいところですが、地元住民から交通渋滞やマナー違反などにより、観光客

嫌悪にもつながってきております。本年度は、地域と一体となった協議体を設置し、課題解決に向

けた施策を協議されますが、引き続き渋滞緩和対策として、交通誘導員の適切な配置や臨時駐車場

の開設など、あらゆる対策を講じていただき、住民の生活環境の改善を図っていただきますようお

願いいたします。 

 伊根町立小学校の再編では、審議会を経て再編計画が示され、町内の小学校を一つに再編するこ

ととなりました。計画では、本年度から約４年間、建設に係る予算計上となります。本年度は、本

庄小学校の解体工事設計と新校舎新築工事設計が行われます。また、小学校再編準備委員会を設置

し、審議されていると思われますが、これからの時代を担う子供たちが伊根町の自然の豊かさ、歴

史、文化、景観に触れ、地域コミュニティ力を生かした伊根町ならではの学びの場になりますよう、

小学校再編計画に基づいた整備をお願いいたします。 

 有害鳥獣対策では、年々捕獲駆除数も増加している中、本年度は駆除委託費や侵入防止柵などの

予算が増額となっております。また、本年度からの熊対策として、放任果樹伐採の事業も併せ、農

作物被害の防止や生活環境の改善に引き続き取り組んでいただきたく思います。 

 観光施設管理運営費では、本庄浜海水浴場施設の改修と海岸保全施設である浦島離岸堤の改修も

行われます。この事業によって、観光客の受入れ強化も図られ、海水浴シーズンでの活性化につな

がることを期待しております。 

 漁港管理事業では、伊根漁港大浦第１岸壁の機能保全工事の進捗を図っていただき、地元漁業者

の負担が解消されるよう、早期完成に向けた事業の継続をお願いいたします。 

 本当初予算は、限られた財源から必要な事業の検討と財源配分がなされ、地域要望や町民の声が

反映された予算であると思っております。また各事業により、着実に住みよい「ええまち伊根町」

になっていると感じております。 

 本年度も、各事業によって町民の暮らしを支え、安全で安心して暮らせるまちづくりになること

を期待しております。小さな町だからこそできるよさを生かし、町民一人一人が笑顔になれる「え

えまち伊根町」の実現に向けた行政運営をお願いしまして、私の賛成討論といたします。 

 以上です。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに討論ありませんか。３番、松山議員。 

○３番（松山義宗君） それでは、ただいま議題となっております令和８年度一般会計当初予算に

ついて、賛成の立場で討論をいたします。 

 当初予算は、マイナス０．８％、４０億１，２００万円です。歳入のうち、自主財源は９億

５，８００万円、全体で２３％です。大きく減額した総務費の４億円はゴダイ建設完了によるもの、

また、大きく増額した商工費９，６００万円、土木費１億５，１００万円、教育費１億

１，０００万円などがあります。いずれも町民の福祉の増進に係るための予算として、大いに賛成
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をいたします。 

 ４月には、ドラッグストアゴダイのオープンがあります。町民が町内で食料品や日用品の購入が

完結できる施設として役目を見た気がします。運営はこれからとなりますが、期待が高まるところ

であります。 

 また、保育所の増築後はゼロ歳児の受入れも可能となるなど、子育て支援満足度と子育て支援の

期待度が重なった事業と大いに評価をいたしております。あとは実現だけです。 

 令和８年度は、大規模解体設計や基本設計、工事の関係もあります。そういった前段階のことも

あり、小規模施設の増改築なども含まれております。さらには、跡地活用検討委員会の答申を受け、

住宅の建設、保育所の建設、駐車場の整備など、次々と進められると聞いております。 

 いずれにしましても、町民のニーズを把握し、費用対効果、代替案、補助金、財政面などを比較

検討し、十分な積み上げを行った上で、伊根町の判断で事業を提案することとなると思いますが、

この数年の目まぐるしいスピードに、職員数の減少や働き改革による弊害などがなく進捗すること

を期待し、賛成討論といたします。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに討論ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第３号 令和８年度伊根町一般会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第４ 議案第４号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第４、議案第４号 令和８年度伊根町国民健康保険特別会計予算を議

題とし、これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。次に、原案に賛成者の

発言を許します。討論がないようでありますので、これで討論を終わります。 

 これから議案第４号 令和８年度伊根町国民健康保険特別会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第５ 議案第５号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第５、議案第５号 令和８年度伊根町財産区特別会計予算を議題とし、

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。次に、原案に賛成者の発言を許

します。討論がないようでありますので、これで討論を終わりたいと思います。 

 これから議案第５号 令和８年度伊根町財産区特別会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第６ 議案第６号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第６、議案第６号 令和８年度伊根町介護保険特別会計予算を議題と

し、これから討論を行います。まず、原案に賛成の方の発言を許します。次に、原案に賛成の方の

発言を許します。討論がないようでありますので、これで討論を終わります。 

 これから議案第６号 令和８年度伊根町介護保険特別会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第７ 議案第７号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第７、議案第７号 令和８年度伊根町訪問看護事業特別会計予算を議

題とし、これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。次に、原案に賛成者の

発言を許します。討論がないようでありますので、これで討論を終わります。 

 これから議案第７号 令和８年度伊根町訪問看護事業特別会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。 
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 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第８ 議案第８号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第８、議案第８号 令和８年度伊根町後期高齢者医療特別会計予算を

議題とし、これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。次に、原案に賛成者

の発言を許します。討論がないようでありますので、これで討論を終わります。 

 これから議案第８号 令和８年度伊根町後期高齢者医療特別会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第９ 議案第９号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第９、議案第９号 令和８年度伊根町簡易水道事業会計予算を議題と

し、これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。次に、原案に賛成者の発言

を許します。討論がないようでありますので、これで討論を終わります。 

 これから議案第９号 令和８年度伊根町簡易水道事業会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１０ 議案第１０号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１０、議案第１０号 令和８年度伊根町下水道事業会計予算を議題

とし、これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。次に、原案に賛成者の発

言を許します。討論がないようでありますので、これで討論を終わります。 

 これから議案第１０号 令和８年度伊根町下水道事業会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１１ 議案第２４号 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１１、議案第２４号 伊根町人権尊重のまちづくり条例の制定につ

いてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第２４号 伊根町人権のまちづくり条例の制定についてでございます。 

 人権侵害は決して許されるものではないとの認識の下、人権に関する施策の推進について、町、

町民及び事業者の責務を明らかにするとともに、基本的な事項や方針を定めることにより、全ての

町民の人権がひとしく尊重されるまちづくりに寄与することを目的として、伊根町人権尊重のまち

づくり条例を定めるものでございます。 

 細部につきましては、担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（佐戸仁志君） 森田課長。 

○住民生活課長（森田連三君） それでは、議案第２４号 伊根町人権尊重のまちづくり条例の制

定についてご説明を申し上げます。 

 この条例制定に先立ちまして、人権問題に関する意識調査を実施いたしました。配付した調査票

８４１のうち、回答が２８１件、回答率は３３．４％でした。この調査結果からは、一見平和な当

町にも人権問題が内在していることがうかがえる結果となりました。このため、今後町としても、

人権尊重の取組を進めていくものとして、制定するものでございます。 

 なお、この調査結果につきましては、町ホームページでも公開しておりますので、ご覧いただけ

ればと思います。 

 議案書をご覧ください。 

 提案理由でございます。人権侵害は決して許されるものではないとの認識の下、人権に関する施
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策の推進について、町、町民及び事業者等の責務を明らかにするとともに、基本的な事項や方針を

定めることにより、全ての町民の人権がひとしく尊重されるまちづくりに寄与することを目的とし

て定めるものでございます。 

 それでは、資料についてご説明申し上げますので、条例案をご覧ください。 

 まず、前文ですが、前段で伊根町の特徴と日本国憲法における基本的人権の位置づけ、さらに中

段、後段では、我々が取り組んでいくべき人権尊重のまちづくりについて記述しております。 

 次に、環境の変化に左右されない恒久的な指針として、第１条に目的、第２条に基本理念を規定

しております。第３条に町の責務、第４条に町民の責務、第５条に事業者の責務として、それぞれ

の立場での責務を規定しております。第６条は推進計画として、人権教育・啓発推進計画を定め公

表すること、第７条に推進体制の充実、第８条に教育啓発の推進を規定しております。第１０条に

実態把握、施策策定のための調査ができること、第１１条に状況に応じて規則や規程等に委任でき

ることを規定しております。 

 最後に附則に、令和８年４月１日から施行としております。 

 以上、伊根町人権尊重のまちづくり条例の制定についての説明を終わります。 

○議長（佐戸仁志君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。３番、松山議員。 

○３番（松山義宗君） 町民のアンケートの結果によって、この条例を制定したということになる

ということでよろしいんですか。 

○議長（佐戸仁志君） 森田課長。 

○住民生活課長（森田連三君） この条例につきましては、一昨年の１２月議会で町長が明言をさ

れておられました。それに基づきまして意識調査を実施したわけでございますが、もしここで人権

問題が内在しないということであれば、条例制定する必要もなかったわけでございますが、人権侵

害、そういった人権問題が内在しているということがうかがえましたので、そういった意味での意

識調査による制定ということでございます。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに質疑ありませんか。３番、松山議員。 

○３番（松山義宗君） 意識調査によってこれが制定されたということなんですけれども、相当ひ

どい何かがあったということですかね。意識調査なので、全部がしゃべれるわけではないと思うん

ですが、ここまでするというのは、相当なる何かあったんですか。 

○議長（佐戸仁志君） 森田課長。 

○住民生活課長（森田連三君） アンケートの結果でございますが、主立ったもので申しますと、

例えば、差別の原因には差別される人の側に問題があることも多い、こういった設問に対して、

３割の方が、そう思うとお答えになられました。また、差別を大きく取り上げれば、かえって問題

が解決しにくくなる、これは３１．６７％の方が、そうであるとお答えになられました。また、今

までに自分の人権が侵害されたことがあると思ったことがあるかという問いには、３２．７４％の

方が、あったとおっしゃっています。 

 そして、自分の人権が侵害されたと思ったとき、あなたはどのような行動を取ったかという問い

に対して、黙って我慢したりそのまま受け流しにするという、そういうお答えをした方が

２９．９５％ございました。また、あらゆる差別をなくすために行政は努力する必要がある、この

問いに対しては、８割の方が、そう思うとお答えになられました。 

 そういったことで、制定のベースとして採用をしたものでございます。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに質疑ありませんか。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 若干課長も勘違いあると思うんですが、人権条例を制定するために、その

内容を拡充させるためにアンケート調査を行ったんです。人権のアンケート調査を行ったから、何

かあったから人権条例をつくると、ちょっと逆ですね。 

 近年でいいますと、伊根町では際立った人権侵害の問題は、はっきり言って起きておりません。

これについては、いわゆる京都府の部落解放同盟、毎年毎年協議を、団体交渉をやらせていただい

ておるんですけれども、そういうところからも、いろんな協議の中で話は出てきておりますし、な

いからといって、全国的に人権侵害の問題が起きていないということではないんですね。多種・多

様化しております。単なる部落問題に限らず、ＬＧＢＴから何から。 
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 とにかく伊根町民の人権について、我々行政もしっかりとそれを守るように、尊重できる、そう

いうまちづくりをしたいという思いで始め、条例をつくるということに関してアンケートをさせて

いただいたということでございます。 

○議長（佐戸仁志君） 質疑ありませんか。松山議員。 

○３番（松山義宗君） 第９条の国と京都府と伊根町と連携をするんでしょうけれども、相談体制

って、職員の中でどなたかが担当されるということになるんですか。 

○議長（佐戸仁志君） 森田課長。 

○住民生活課長（森田連三君） 基本的には人権担当という担当者がございますので、まず第一段

としては、そこでお聞かせをいただく。その後に、例えば公的な窓口等をご案内して、相談体制を

整えていくということでございます。 

 当町には、なかなかそういったご相談がありませんので、それにお答えするだけの知見が今十分

あるとは申せません。そういったことからも、専門家のほうに相談をしていただくという、そうい

う流れで考えております。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに質疑ありませんか。７番、和田議員。 

○７番（和田義清君） 町長のおっしゃった、先ほどご説明された伊根町民のために、これ、例え

ばですよ、町外に勤めておられる町民の方がそのような問題が生じたときも、今課長がおっしゃっ

たように専門員を派遣してやると、そういう理解でよろしいでしょうか。 

○議長（佐戸仁志君） 吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 町外の方であろうと誰であろうと対象者ですよ。我々は伊根町内が管轄で

ございますけれども、町外の方でも誰でも、そういう問題があれば。 

 当然また、基本的には、我々も人権擁護委員さん等は設けておりますので、そういう人に、もし

そんなことがあれば、どんどん訴えていただきたいし、当然、役場の中でも担当者がおりますので

相談をかける。 

 確かに、あまりたくさんの事例があるわけじゃないので、役場の担当者も専門的じゃないですけ

れども、そういう意味合いで、課長は今、そういうことについては相談できる専門家につなぎたい

と。うちでしっかりできることはやりますよね。今、町外、町内の人とか、そういうものはござい

ません。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに質疑ありませんか。８番、濱野議員。 

○８番（濱野茂樹君） 第４条と第５条で、町民の責務と事業者の責務、これについて、努力義務

がうたわれておるわけであります。 

 施行のほうが４月１日で、あと２週間を切っている状況で、具体的に事業者や町民は、町が今ま

でからしている人権研修会へ参加してくださいねというレベルでいいのか、そうではなくて、もっ

と踏み込んだ何かを考えておられるのか、そのあたりをお聞かせください。 

○議長（佐戸仁志君） 森田課長。 

○住民生活課長（森田連三君） 条例制定をして、４月１日施行でございます。 

 ただこの条例、理念条例でございます。今現在、こういった具体的な取組をというところまでは、

まだ進んでおりません。しかし、現在でしたら、担当課として住民生活課がということにはなるん

でございますが、この条例施行によりまして、全課がこういった人権問題について、しっかり認識

をしながら政策を進めていくと、そういうことになると考えております。 

○議長（佐戸仁志君） ８番、濱野議員。 

○８番（濱野茂樹君） もう少し早く条例提案できんかったのかなというふうに思っているんです

ね。３月の冒頭でもいけたんではないかと思うんですけれども、あえて最終日に、あと２週間切っ

た状態でこういった理念条例を出されるのが、せっかくの条例提案であれば、私はもう少し早く、

機会はあったわけですから、出すべきだったんではないかと思うんですが、いかがですか。 

○議長（佐戸仁志君） 森田課長。 

○住民生活課長（森田連三君） 議員ご指摘のとおりかと思います。 

 ３月の上旬までパブリックコメントをさせていただいておった、パブリックコメントにしても、

もっと早くするべきではあったんですけれども、ちょっと時間がかかってしまいまして、こういっ
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た間際になっての提案になったというところは、おわび申し上げたいと思います。 

○議長（佐戸仁志君） ほかに質疑ありませんか。質疑を終わりたいと思います。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。討論がないようでありますので、これで討論を

終わりたいと思います。 

 これから議案第２４号 伊根町人権尊重のまちづくり条例の制定についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１２ 議員派遣 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１２、議員派遣の件を議題とします。 

 お諮りします。本件について、会議規則第１２５条の規定により、お手元に配付のとおり議員を

派遣したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の件については記載のとおり派遣することに決定しました。 

 

◎ 日程第１３ 閉会中の継続審査（調査）申出書 

○議長（佐戸仁志君） 日程第１３、閉会中の継続審査（調査）申出書についてを議題とします。 

 お手元に配付のとおり、総務委員長、産業建設委員長及び議会運営委員長から、会議規則第

７４条の規定により、閉会中の継続審査（調査）申出書が提出されました。 

 お諮りします。各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査（調査）とすることにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐戸仁志君） 異議なしと認めます。 

 各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査（調査）とすることに決定しました。 

 

◎ 閉  会 

○議長（佐戸仁志君） これで本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 令和８年第１回伊根町議会定例会を閉会します。 

 閉会に当たりまして、一言ご挨拶申し上げます。 

 上程されました令和８年度当初予算をはじめとした全ての案件について、慎重審議の上、ご可決

いただき、無事閉会の運びとなりました。議員各位並びに執行部の皆様には、議会運営に格別のご

協力を賜り、心から感謝申し上げます。 

 いよいよ来月からは令和８年度がスタートいたします。待望のゴダイ伊根店も、あとしばらく開

店を待つばかりとなりました。 

 理事者をはじめ幹部職員の皆様におかれましては、体調に十分留意され、積極的な町政運営に取

り組んでいただきますようお願い申し上げ、閉会の挨拶とさせていただきます。 

 皆様、大変ご苦労さまでした。 

閉会 １１時０２分 
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